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vs. 動詞枠付け言語（verb-framed language; 日本語・フランス語など）という、移動動詞
の語彙化に関する二分法的類型論を再考し、Levin と Rappaport Hovav が導入しこれまで
精緻化されてきた語彙事象鋳型に基づきながら、代替案を提示しているものである。なお、
移衛星枠付け言語では、移動を表すのに例えば “They danced to the park.” のように、（公
園までの）移動の際の（踊るという）様態が動詞 dance によって表現され、移動そのもの
は、前置詞(句) to (the park)という「衛星」によって表現する（枠付ける）ことが可能であ









有用性が確認されてきたのだが、近年 Beavers et al.などによって、その妥当性が疑問視さ




第 2 章は、Talmy が移動動詞の語彙化に関する類型論をこれまでどのように展開してき
たのかに関してその主張を丁寧に辿った上で、それが言語事実に反することを主張し、そ
の代替案を提示している。初めに 2.1 節で、移動動詞の語彙化に関して類型的考察が可能で
あることを広く言語学者に知らしめた Talmy (1985)の内容が紹介されている。続く 2.2 節






されている。そして、それに基づく形で、次の①②の 2 点を指摘している。 ① 衛星枠付
け言語では、枠付け事象と呼ばれる移動の中核的事象が統語上は従属的な衛星（先の例で























張したうえで、さらなる論拠として、ドイツ語の移動動詞のデータや、Talmy や Beavers et 
al.の主張で示唆されている動詞枠付け性と衛星枠付け性の一般性の違いなどを挙げている。 
第 3 章は、Levin と Rappaport Hovav が用いている事象構造鋳型(Event Structure 
Template)と呼ばれる語彙分解に基づく述語表示を導入している。3.1 節では Vendler によ
って導入され、言語学者に広く知られている Activity, Accomplishment, Achievement, 
State という動詞のアスペクト分類を導入し、それを Smith が時間素性を用いてどう定式
化しているのかを概観している。続く 3.2 節では生成意味論で導入された語彙分解とその問
題点を提示している。3.3 節では、生成意味論による語彙分解の問題点を克服するために














第 4 章では、主に次の①から④を主張している。 ① 移動様態動詞において衛星となる
前置詞句が有方向移動動詞と意味的に等価で結果を表す。 ② それらが事象の同一認定に




に別の観点から特徴付けできることを示している。4.2 節では Levin と Rappaport Hovav
が事象構造鋳型を導入する以前に移動動詞に関して提示した語彙的従属という仕組みを紹
介し、それが事象構造鋳型の適格性条件に適合しないことを明らかにする。4.3 節では Levin

























































































































て、本学学位規程第 25 条第 1 項により、これに関わる学力の確認を免除した。 
以上の点を総合的に判断して、審査委員会は申請者に対して、本学学位規程第 18 条第 2
項に基づいて、「博士（文学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断す
る。 
